
川崎市中央卸売市場北部市場

種類 品目 市況の概要
2019年２月
数　　　　量
（トン）

2019年２月
平均単価
（円）

前年同月比
（数量）

前年同月比
（平均単価）

1
ま ぐ ろ
（本まぐろ）

天然・養殖とも、前年同月と比べ、取扱数
量はやや減少、平均単価は前年並みでし
た。

12 2,681 93% 101%

2 め ば ち
前年同月に比べ、取扱数量はは増加、平
均単価はやや上がりました。

3 1,992 119% 106%

3 は ま ち
前年同月と比べ取扱数量はかなり増加、
平均単価は前年並みでした。

30 1,077 124% 102%

4 あ じ
九州中心の入荷でした。前年同月と比べ
取扱数量はかなり減少、平均単価もかな
り上がりました。

39 587 75% 124%

5 い か
山陰・富山方面中心の入荷でした。前年
同月と比べ、取扱数量は減少、平均単価
は上がりました。

46 754 88% 115%

6 さ ば
宮城・房総方面中心の入荷でした。前年
同月と比べ取扱数量は増加、平均単価
は下がりました。

52 394 116% 89%

7 め ば ち 取扱数量・平均単価とも前年並みでした。 48 1,263 99% 100%

8 い か

八戸産中心の入荷でした。前年同月と比
べ取扱数量はかなり増加、平均単価はや
ややや下がりましたが、高値横ばいで推
移しています。

16 966 124% 96%

9 さ ば
ノルウェー産が高騰しているため、取扱
数量は前年並みでしたが、平均単価は上
がりました。

10 523 100% 119%
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冷凍

生鮮

10 加 工 さ け ま す
紅サケの相場が高く、取扱数量は前年並
みでしたが、平均単価はやや上がりまし
た。

57

【増減基準】
①並み、横ばい：（＋－）0～2％
②やや増加（減少）：（＋－） 3～10％
③増加（減少）：（＋－）11～20％
④かなり増加（減少）：（＋－）21～50％
⑤大幅に増加（減少）：（＋－）51％以上

1,164 100% 106%


